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資料１



消費動向をマクロ・ミクロの両⾯から捉える速報性の⾼い消費指標︓消費動向指数
（CTI︓Consumption Trend Index）を2018年１⽉分から毎⽉公表

総消費動向指数
（CTIマクロ） 国内経済における個人消費総額の月次動向を示す統計指標

世帯の平均消費支出額（10大費目別、世帯類型別など）
の月次動向を示す統計指標

世帯消費動向指数
（CTIミクロ）

GDP統計（家計最終消費支出）をターゲットとして、最新の動向を推測
GDP統計の四半期別公表値では観測できない⽉次の値を時系列回帰モデルによって推計
2022年12⽉に、ビッグデータ利活⽤の成果に関する報告書をウェブサイトに掲載

家計調査（標本規模︓二人以上の世帯 約８千、単身世帯 約7百）の結果を、
家計消費単身モニター調査（標本規模︓約2千4百）
家計消費状況調査（標本規模︓約３万）

の結果等と統計的手法によって補正・補強し、標本規模を
擬似的に拡大、推計精度を向上
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消費動向指数（CTI）の概要
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※「労働⼒調査」の結果を⽤いて作成
※ 2025年平均は、１〜11⽉の結果を⽤いて作成世帯構成⽐率の推移
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単身、二人以上世帯別の消費支出の推移

世帯主年齢別の消費支出の推移

※消費動向指数 参考詳細表の合成⾦額
を⽤いて作成
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世帯構成の変化の影響に関して
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ＣＴＩミクロでは、二人以上世帯と単身世帯を合成して総世帯の
結果を作成
（二人以上世帯よりも支出額が少ない）単身世帯数が増加してい

るため、前年同⽉⽐について「二人以上世帯の結果、単身世帯の
結果がともに増加だが、総世帯の結果は減少となる」場合あり

例︓二人以上世帯＋0.6％、単身世帯＋0.2％、総世帯▲0.1％ （2023年４⽉）

上記以外にも、二人以上世帯の結果、単身世帯の結果、総世帯の
結果の各数値の関係について直感的な理解が難しくなる場合あり

例︓二人以上世帯▲0.5％、単身世帯＋1.1％、総世帯▲0.6％ （2022年12⽉）

世帯の構成⽐等を基準年に固定した「分布調整値」であれば、
世帯構成等の変化の影響を除くことができるため、上記のような
場合は起こらない

前回資料再掲



分布調整値について
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分布調整値（調整系列）とは、世帯・年齢構成⽐（単身に限っ
ては男⼥構成⽐）を基準年で固定した指標
世帯・年齢構成の変化が消費支出の推移に与える影響を除去

家計消費
状況調査

家計消費
単身モニター

調査
区分別
ウエイト
（当月）

区分別
ウエイト
(基準年)

家計調査

CTIミクロ
基本系列

CTIミクロ
調整系列
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２人 ３人 ４人
５人
以上
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区分別合成⾦額
(３調査)

【指標作成イメージ】
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前回研究会における御意⾒
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世帯構造を基準年に固定した指標（分布調整値）が何を表して
いるのか解釈が難しい

マクロの視点では世帯構造の変化も含めて動向を⾒るが、ミク
ロの視点では世帯構造の変化の影響が残っていると弱く⾒える
誤解が生じる可能性がある

世帯構成の変化による影響・仕組みの説明を⾏うことや、留意
点・内容の丁寧な公表が重要

賃⾦統計でも、正規雇⽤・非正規雇⽤の割合の変化による影響
があり、説明がされており参考になる

前期⽐・前⽉⽐であれば世帯構成変化の影響は無視できるので
はないか



CTIミクロにおける対応（整理）
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CTIミクロの主目的は、「世帯消費の動向」把握であるため、
消費動向に直接は関係がない世帯構造変化の影響を除去した
前年同⽉⽐を公表

例︓業界統計においても、売上⾼の前年同⽉⽐において、
「店舗数調整後（既存店ベース）」といった指標を公表

あわせて、基本指数における世帯構造変化の影響度（寄与度）
の情報も公表

例︓賃⾦統計においても、平均賃⾦の前年⽐に関し、一般
労働者・パートタイム労働者の構成⽐率の変化による
寄与度も公表

※世帯構造変化の影響の除去の方法については、（基準年の世帯構造に固定した分布
調整値を⽤いるのではなく、）前年の世帯構造の情報を活⽤



（参考）前年同月⽐の算出について
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各種業界統計において、売上⾼等の前年同⽉⽐を公表する際、「店舗数調整後
（既存店ベース）」といった指標を公表

チェーンストア
販売概況

（日本チェーン
ストア協会）

全国百貨店
売上概況

（日本百貨店協会）



（参考）前年同月⽐の算出について
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（参考）賃⾦統計 構成⽐率に係る寄与について
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毎⽉勤労統計調査において、一般労働者・パートタイム労働者の
賃⾦に係る寄与と、構成⽐率の変化による寄与が公表されている

名目賃金の 一般労働者 パートタイム パートタイム
前年比 の寄与 所定内給与 所定外給与 特別給与 労働者の寄与 比率の寄与

       2022年 2.0 2.1 0.9 0.3 0.9 0.3 -0.3
       2023年 1.2 1.6 1.0 0.1 0.4 0.2 -0.6
       2024年 2.8 2.9 1.6 0.1 1.2 0.4 -0.5
       2025年 2.3 2.6 1.6 0.1 0.9 0.2 -0.5
  2024年２月 1.4 1.6 1.7 -0.1 0.0 0.3 -0.5
     ３月 1.0 1.2 1.5 0.0 -0.3 0.3 -0.5
     ４月 1.6 1.9 1.8 0.0 0.1 0.3 -0.5
     ５月 2.0 2.3 2.0 0.2 0.1 0.4 -0.7
     ６月 4.5 4.6 1.3 0.0 3.3 0.4 -0.6
     ７月 3.4 3.6 1.5 0.1 2.0 0.4 -0.5
     ８月 2.8 2.7 2.1 0.2 0.4 0.4 -0.4
     ９月 2.5 2.3 2.1 -0.1 0.3 0.3 -0.2
     10月 2.2 2.2 2.1 0.2 -0.1 0.4 -0.4
     11月 3.9 3.7 2.0 0.2 1.5 0.5 -0.3
     12月 4.4 4.4 1.1 0.0 3.3 0.5 -0.5
  2025年１月 1.8 1.8 2.0 0.1 -0.3 0.5 -0.5
     ２月 2.7 3.2 1.7 0.2 1.3 0.2 -0.7
     ３月 2.3 2.6 1.5 0.0 1.0 0.3 -0.5
     ４月 2.0 2.2 2.0 0.2 0.0 0.3 -0.5
     ５月 1.4 1.5 1.7 0.0 -0.3 0.4 -0.4
     ６月 3.1 3.5 1.2 0.0 2.3 0.2 -0.7
     ７月 3.4 3.6 1.4 0.1 2.1 0.2 -0.5
     ８月 1.3 1.6 1.8 0.0 -0.3 0.2 -0.4
     ９月 2.1 2.3 2.0 0.1 0.2 0.2 -0.4
     10月 2.5 2.4 2.1 0.1 0.2 0.3 -0.2
     11月 1.7 1.9 1.8 0.1 0.0 0.1 -0.3
     12月 2.4 2.6 0.9 0.1 1.6 0.1 -0.3
  2026年１月(速報) 3.0 2.9 2.5 0.3 0.2 0.3 -0.2

年月

毎⽉勤労統計調査2026（令和８）年１⽉分結果速報「【参考資料】賃⾦の前年⽐、前年同⽉⽐の要因分解」から抜粋

構成⽐率に係る寄与各労働者の賃⾦に係る寄与

※要因分解においては、
前年の構成⽐率と当年
の構成⽐率の平均を活⽤



世帯構造変化の影響の除去について
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 前年同⽉⽐における世帯構造変化の影響の除去の方法については、
（基準年の世帯構造に固定した分布調整値を⽤いるのではなく、）
当年及び前年の世帯構造（世帯人員・年齢）の情報を活⽤

※ 当年と前年の両方の情報（当年と前年の平均）を活⽤することで、
要因分解を⾏った際に残差項が発生せず、

前年同⽉⽐（世帯調整前）＝前年同⽉⽐（世帯調整後）
＋ 世帯構造変化の影響

に分解できる
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男

単身
女

２人 ３人 ４人
５人
以上

〜39歳
〜49歳
〜59歳
〜69歳
〜79歳
80歳以上
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世帯構造変化の影響の除去について



（参考）要因分解について
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消費支出について、簡単のため、単身世帯と二人以上世帯の加重平均を考える௧ ଵ,௧ ଵ,௧  ଶ,௧ ଶ,௧
このとき、前年同⽉⽐（世帯調整前）は以下のとおり要因分解できる

二人以上世帯単身世帯

௧ିଵଶ ଵ,௧ ଵ,௧ିଵଶ ଵ,௧ ଶ,௧ ଶ,௧ିଵଶ ଶ,௧
௧ ௧ିଵଶ௧ିଵଶ

௧ିଵଶ ଵ,௧ ଵ,௧ିଵଶ ଵ,௧ ଶ,௧ ଶ,௧ିଵଶ ଶ,௧
世帯構造変化分

前年同月⽐
（世帯調整後）

𝑝ଵ,௧︓単身世帯の世帯割合、𝑞ଵ,௧︓単身の世帯の消費支出𝑝ଶ,௧︓二人以上世帯の世帯割合、𝑞ଶ,௧︓二人以上世帯の消費支出

前年同月⽐（世帯調整前）
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前年のみの情報を⽤いた場合は残差項が発生

௧ିଵଶ ଵ,௧ିଵଶ ଵ,௧ ଶ,௧ିଵଶ ଶ,௧
௧ ௧ିଵଶ௧ିଵଶ

௧ିଵଶ ଵ,௧ିଵଶ ଵ,௧ ଶ,௧ିଵଶ ଶ,௧
世帯構造変化分

前年同月⽐（世帯調整後）

௧ିଵଶ ଵ,௧ ଵ,௧ ଶ,௧ ଶ,௧ 残差

（参考）要因分解について

前年同月⽐（世帯調整前）

𝑝௧ିଵଶ∆𝑝
𝑞௧ିଵଶ ∆𝑞𝑞௧

𝑝௧ ∆𝑝∆𝑞𝑞௧ିଵଶ∆𝑝
𝑝௧ିଵଶ∆𝑞

𝑞௧ ൅ 𝑞௧ିଵଶ2 Δ𝑝𝑝௧ ൅ 𝑝௧ିଵଶ2 Δ𝑞
（イメージ）


